
設立：2000年4月 – NPOボランティア教員団体

e-Learning教材の作成と配信
Collaborative Institutional Training Initiative

CITI
・現利用機関数：>1,800 
・利用者数：～1,000,000 (10/1/11-11/15/11)
・30/50 トップ医学部（世界）
・50/50 トップ大学（米国）

米国
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CITI 定例教材作成者会議

Melody Lin  (HHS)
Iekuni Ichikawa

Has to be global, 
country-specific
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平成２４年１１月２日 Ft. Lauderdale
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JAXAの研究者は、CITI Japanの教材の中
からJAXAが指定する学習を済ませること
が必須となります。

ＣＩＴＩ教材の中からNASAが指定する教科の
学習を済ませ、修了証を取得して、それを
研究審査申請書に付して提出しなさい。
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「誰に」、「何を」、「どの程度」、 「どのように」 (教育技術)
をCITI等の教材から輸入

日本語原版

専門家による査読

CITIによる確認 グローバル性の確認

日 本 化
法律・指針
文化・歴史
思想

ネット化

利用

改 訂

利用

幅広い意見の反映（本格的日本化)
法律・指針改定に即応

英訳
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全国の研究機関・大学が使用する質の高い教材づくり

米国： NPO全国的ボランティア団体

英国： 企業(Epigeum)
日本： 文科省支援下の大学連携

＋ 全国規模の有志参加
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管理者
教学課

倫理審査委員会

教員・職員
学生・ポスドク

大学・大学院・研究所・病院

CITI Japan 
Server

「修得を確保するための
評価手段の確保」

成績

CITI e-Learning

成績

成績

成績

成績

教材

選択・配信・学習・
習得評価・管理

成績
一覧

成績
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本研究に参加する全ての
研究者等はCITIの学習を
修了していますか？
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Harvard
http://www.hsph.harvard.edu/ohra/human-subjects-training-requirements/
MIT
http://web.mit.edu/committees/couhes/humansubjects.shtml
Stanford
http://researchcompliance.stanford.edu/hs/new/resources/training/index.html
Vanderbilt
https://www4.vanderbilt.edu/irb/
NASA
http://irb.nasa.gov/?p=crResearchGuidance
Rockefeller
http://rucares.rockefeller.edu/clinicalresearch/dept/crso/education
M.D. Anderson Cancer Center
http://www3.mdanderson.org/calendar/event/Human_Subjects_Protection_Training_18589.html

研究機関のホームページからCITIサイトへのリンク
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CITI Japan 
英語教材

沖縄科学技術大学院大学

CITI Japan プロジェクトにおける教材作成のガバナンス

米国CITI（査読）

草稿作成者

６大学CITI Japan プロジェクト
運営委員会

完成教材の確認・承認

CITI Japan
プロジェクト

事務局

CITI Japan プロジェクト事務局

査読者 査読者 査読者
原則3名、内容に
応じて1名～5名

単元別査読委員会（査読・合議）

上智大学

６大学 CITI Japan プロジェクト運営委員会
査読候補者の決定・教材作成スケジュール等

領域別 教材作成作業部会

日本の
法律・指針・文化・

思想で肉付け

領域別教材作成作業部会（とりまとめ）

米国CITI教材

CITI Japan 教材

“パブリックコメント”

（NPO法人）日米医学教育コンソーシアム
CITI Japan Program

挿絵挿入
校正作業

オンライン化

グローバル性の担保

学習者・利用機関
からの意見

・ ユーザミーティング

・ 学習者アンケート

・ 外部評価委員会

・ コメント対応デスク

社会からの意見
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